
ＩＣＴ施工基礎研修
１）ＩＣＴ施工とは
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴ施工とは

 ＩＣＴ施工とは、ＴＳやＧＮＳＳを用いて、建設機械の作業装置（排土板など）の位置（Ｘ座

標・Ｙ座標）・標高（Ｚ座標）をリアルタイムに取得し、３次元設計データとの差分に基づき、

建設機械を制御、誘導するシステムを用いて施工すること。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土工）

 調査・測量、設計、施工、検査等のあらゆる建設生産プロセスにおいて、ＩＣＴを全面的に活用

し生産性向上を図る。



ＩＣＴ施工基礎研修
２） ＩＣＴ建設機械について
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴ建設機械とは

 ＩＣＴ建設機械とは、以下に示す２種類のシステムにより自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳ等から取得

した建設機械の位置情報と、３次元設計データを用いて施工する建設機械のこと。

 ＭＣは、３次元設計データと現地盤データとの差分を基に、建設機械の作業装置を設計面で自動

制御するシステムであり、ＭＧは、３次元設計データと現地盤データとの差分を基に、設計面に

対する建設機械の作業装置の位置を明示し、操作を支援するシステムである。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴ建設機械システム①：マシンコントロール（以降、ＭＣと記載）

 ＩＣＴ建設機械とは、以下に示す２種類のシステムにより自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳ等から取得

した建設機械の位置情報と、３次元設計データを用いて施工する建設機械のこと。

 ＭＣは、３次元設計データと現地盤データとの差分を基に、建設機械の作業装置を設計面で自動

制御するシステムであり、ＭＧは、３次元設計データと現地盤データとの差分を基に、設計面に

対する建設機械の作業装置の位置を明示し、操作を支援するシステムである。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴ建設機械システム②：マシンガイダンス（以降、ＭＧと記載）

 ＩＣＴ建設機械とは、以下に示す２種類のシステムにより自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳ等から取得

した建設機械の位置情報と、３次元設計データを用いて施工する建設機械のこと。

 ＭＣは、３次元設計データと現地盤データとの差分を基に、建設機械の作業装置を設計面で自動

制御するシステムであり、ＭＧは、３次元設計データと現地盤データとの差分を基に、設計面に

対する建設機械の作業装置の位置を明示し、操作を支援するシステムである。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴ建設機械導入の効果：ＭＣバックホウの例

 ＩＣＴ建設機械の導入メリッ

トを以下に示す。

１) 丁張り作業の削減により、人

件費・材料費を削減

２) 掘削の指示（丁張りなどの段

取り替え）待ちや勾配の仕上

がり確認時間の縮減により、

バックホウの稼働時間が増加

し、効率的な作業を実施

３) ＭＣ活用により、準備作業が

１段法でも多段法でもほぼ変

わらないため、複雑な法面で

より効果を発揮



ＩＣＴ施工基礎研修
３）ＩＣＴ建機の種類（ＭＣ・ＭＧの特徴、機器構成）

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴバックホウ

 ＩＣＴバックホウとは、３ＤＭＣ・３ＤＭＧを

搭載したバックホウのことである。

 作業装置先端の３次元座標を建設機械本体に搭

載する３次元設計データと比較した結果で作業

装置の高さや傾きを自動制御（ＭＣ）、又はモ

ニターによりガイダンス（ＭＧ）の機能を保有

する。

 そして、バックホウに取り付けたＧＮＳＳアン

テナ又はＴＳターゲットとブーム、アーム、バ

ケット、本体に取り付けた傾斜センサー等の情

報から作業装置の座標を計算することができる。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＭＣ技術の概要（ＩＣＴバックホウ）

 ＭＣ技術とは、自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳなどの位

置計測装置を用いて建設機械の位置情報を計測し、

施工箇所の設計データと現地盤データとの差分に基

づき、操作を半自動制御するシステムである。

 車載モニターで、現在位置の切り出し位置や設計

データに対するバケット位置の差分をリアルタイム

に確認することができる。

 ＭＣでは、施工目標面（３次元設計データの設計

面）以下に刃先が入らないように自動で制御される

ため、過掘りが防止される。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＭＧ技術の概要（ＩＣＴバックホウ）

 ＭＧ技術とは、自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳなどの位

置計測装置を用いて建設機械の位置情報を計測し、

施工箇所の設計データと現地盤データとの差分をオ

ペレータへ提供するシステムである。

 車載モニターで、現在位置の切り出し位置や設計

データに対するバケット位置の差分をリアルタイム

に確認することができる。

 ＭＧでは、バケットの操作は従来通りオペレータが

行う必要があるため、ＭＣと異なり施工目標面（３

次元設計データの設計面）以下に刃先が入るため、

常に差分を確認しながら過掘りしないようにオペ

レータが制御する必要がある。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴバックホウの機器構成

 ＭＣのバックホウでは、ブーム・アーム・バケット・本体の傾きをセンシングするセンサが必要。

（センサが内蔵されているものと、されていないものがある。）

 ＭＧのバックホウでは、ブーム・アーム・バケット・本体の傾きをセンシングするセンサを設置

する必要がある。

 バックホウは回転作業を行うことが多いため、向きを特定するために測位アンテナを２基設置し

ているのが一般的である。
ＭＣバックホウ ＭＧバックホウ



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴブルドーザ

 ＩＣＴブルドーザとは、３ＤＭＣ・３ＤＭＧを

搭載したブルドーザのことである。

 作業装置下端又は履帯下面の３次元座標をＴＳ

又はＧＮＳＳによる測位から求めて建設機械本

体に搭載するＭＣ・ＭＧ用の３次元設計データ

と比較した結果で作業装置の高さや傾きを自動

制御（ＭＣ）、又はモニターによりガイダンス

（ＭＧ）の機能を保有する。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＭＣ技術の概要（ＩＣＴブルドーザ）

 ＭＣ技術とは、自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳ

などの位置計測装置を用いて建設機械の位

置情報を計測し、施工箇所の設計データと

現地盤データとの差分に基づき、排土板の

高さ・勾配を自動制御するシステムである。

 車載モニターで、現在位置の設計データに

対する差分（切り盛り）をリアルタイムに

確認することができる。

 ＭＣでは、排土板の上下は自動化されてお

りオペレータの作業は左右への排土と前後

進のみである。自動制御は手元スイッチで

ＯＮ／ＯＦＦが可能である。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＭＧ技術の概要（ＩＣＴブルドーザ）

 ＭＧ技術とは、自動追尾式ＴＳやＧＮＳＳなどの

位置計測装置を用いて建設機械の位置情報を計測

し、施工箇所の設計データと現地盤データとの差

分をオペレータへ提供するシステムである。

 車載モニターで、現在位置の設計データに対する

差分（切り盛り）をリアルタイムに確認すること

ができる。

 ＭＧでは、排土板の操作は従来通りオペレータが

行う必要があるため、ＭＣと異なり、設計位置と

の高さの差を確認しながら、上下左右ともに排土

をオペレータが制御する必要がある。



BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類毎に、作成・更新・管理します。

ＩＣＴブルドーザの機器構成

 ＭＣとＭＧの違いは、測位結果と設計データ

との差から算出される標高差と傾きの差を、

油圧の自動制御に利用するかどうかの違いで

ある。

 ＭＣでは、油圧を自動制御するためにブル

ドーザの油圧バルブに電気信号を送って制御

を行います。

 ＭＧでは、油圧の自動制御は行ないません。

ＭＣブルドーザ



ＩＣＴ施工基礎研修
４）その他のＩＣＴ建機の紹介
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



事前協議では、BIM/CIMの活用目的、モデル作成の範囲及び詳細度、モデルの段階確認の時期、使用する
ソフトウェア、情報共有環境、ファイル形式、電子成果品の納品方法等について協議し、決定してください。

その他のＩＣＴ建機の紹介

 中国地方整備局では、通

常土工や小規模土工で活

用可能なＩＣＴ建機につ

いて整理しており、「Ｂ

ＩＭ／ＣＩＭ活用の手引

き（案），Ｒ６.１２」の

巻末資料として、ＨＰで

公開している。



事前協議では、BIM/CIMの活用目的、モデル作成の範囲及び詳細度、モデルの段階確認の時期、使用する
ソフトウェア、情報共有環境、ファイル形式、電子成果品の納品方法等について協議し、決定してください。

掲載しているＩＣＴ建機の一覧（２０２４年４月時点）

 「ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案），Ｒ６.１２」に添付しているＩＣＴ各技術の一覧を以下

に示す。なお、本手引きに記載の技術は一部であり、今後も更新や新規技術開発が予想される。

また、導入の際には、現場条件等を加味して適切に選択すること。



事前協議では、BIM/CIMの活用目的、モデル作成の範囲及び詳細度、モデルの段階確認の時期、使用する
ソフトウェア、情報共有環境、ファイル形式、電子成果品の納品方法等について協議し、決定してください。

掲載しているＩＣＴ建機の一覧（２０２４年４月時点）

 掲載資料の一例を示す。

①技術概要

②生産性向上効果

③利用にあたっての注意事

項

④導入メリットを発揮する

現場や工種、活用事例等

を記載している。



これで、

ＩＣＴ施工基礎研修の

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


